
令和８年度鳥獣保護管理に係る人材登録事業鳥獣プロデータバンク
活用促進事業に係る活動報告書

年　　月　　日
	利用事業
	（  ）促進事業　／　（  ）促進事業【クマ】

	利用者
（団体名）
	

	所在地
	

	担当者
	ふりがな
	

	
	氏名
	

	
	役職名
	

	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	活動の目的
	

	依頼した登録者
	

	登録番号
	

	依頼内容
	

	対象鳥獣
	

	鳥獣保護管理
活動の実施地域
	

	鳥獣保護管理
活動の実施期間
	

	謝金申請額
	

	　私は、鳥獣プロデータバンク活用促進事業を通して鳥獣保護管理活動を実施したので、上記のとおり報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　
　鳥獣保護管理に係る人材登録事業
運営事務局宛


※別紙に、実施した鳥獣保護管理活動の具体的な内容や成果を記載してください。
※ 留意事項
（１）令和８年６月１日(月)～令和９年２月26日(金)に実施し、活動報告書を令和９年３月５日(金)までに事務局へ提出した場合、謝金と旅費相当額の支払い対象となります。

（２）謝金と旅費相当額は、事務局から登録者に支払います。なお、謝金と旅費相当額は所得税の源泉徴収の対象となります。
[bookmark: _Hlk199419246]※旅費相当額の算出は、環境省の規定する方法（「国家公務員等の旅費に関する法律」、「国家公務員等の旅費に関する法律施行令」及び「国家公務員等の旅費支給規程」）に準じて、事務局が行います。

表．各事業の詳細
	
	促進事業
	促進事業【クマ】

	活動の
対象鳥獣
	すべて
	クマ（ツキノワグマ／ヒグマ）

	登録者の専門
とする鳥獣
	すべて
	クマの登録がある

	活動内容（例）
	・研修会
・講義　　など
	・研修会
・調査
・緊急銃猟訓練　など
（最大１泊２日程度の活動を想定）

	謝金対象
	・研修会、講義、技術指導
・上記に関わる打ち合わせ、準備時間（資料作成時間等）
	・研修会、講義、技術指導、調査、緊急銃猟訓練等
（最大１泊２日程度の活動を想定）
・活動に関わる打ち合わせ、準備時間
（下見、資料作成時間等）

	謝金対象外
	・協議会等における助言
・資料印刷代、機材購入費
	・資料印刷代、機材購入費

	謝金
	7,900円／時間
（上限４時間：31,600円）
謝金が上限を超える場合、超過した額
は利用者負担
	7,900円／時間
上限なし（４時間程度を想定）

	旅費相当額
	交通費、宿泊費、宿泊手当を含む
	交通費、宿泊費、宿泊手当を含む



（３）活動報告書の提出が確認された後、事務局から登録者へ入金先と旅費相当額の確認、謝金と旅費相当額の支払いを行います。そのため、活動報告書は活動実施後速やかにご提出ください。




（別紙）
	１．実施した鳥獣保護管理活動の具体的な内容（日時、場所、参加人数、活動内容等）
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。





	２．成果
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。





	３．本事業を利用された理由・感想（任意）





	４．本事業に今後期待すること（任意）







経費明細書

	内容・項目
	単価（円）
	数量
	単位
	金額（円）
	備考

	謝金
	
	
	
	
	

	・準備時間
	7,900
	
	時間
	
	

	・打ち合わせ
	7,900
	
	時間
	
	

	・活動実施時間
	7,900
	
	時間
	
	

	計（謝金申請額）
	
	


※謝金等の上限を超える場合、それぞれの超過した額は利用者負担となります（超過額の対応については、利用の手引及びＱ＆Ａもご確認ください）。

参考：旅費相当額の算出方法
※利用者との調整の際の参考としてください。
旅費相当額は、環境省の規定する方法（「国家公務員等の旅費に関する法律」、「国家公務員等の旅費に関する法律施行令」及び「国家公務員等の旅費支給規程」）に準じます。
また、清算に当たり登録者の方にご用意いただく領収書等は不要です。
ご不明な点がございました、事務局までお問い合わせください。
	
	手段
	金額
	留意点

	交通費
	電車・バス運賃
※特急料金含む
※IC料金
	実費
	

	
	航空費
	実費
	

	
	車賃
※ガソリン代・
高速料金を含む
	実費
	詳細な算出方法は事務局にご確認ください。

	宿泊費
	
	実費
	都道府県ごとに上限額あり。

	宿泊手当
	
	2,400円／泊※
	※宿泊費に朝食または夕食の費用が含まれる場合は以下の通り減額されますので、ご留意ください。
・朝食または夕食のいずれか1食が含まれる場合：1,600円
・朝食と夕食の両方が含まれる場合：800円






促進事業

令和８年度鳥獣保護管理に係る人材登録事業鳥獣プロデータバンク
活用促進事業に係る活動報告書（記載例：促進事業）

令和×年　〇月　△日実施した具体的な内容は
別紙にご記入ください。

	利用事業
	（ ○ ）促進事業　／　（  ）促進事業【クマ】

	利用者
（団体名）
	○○県△△市××課

	所在地
	○○県△△市××　１－２－３

	担当者
	ふりがな
	りよう　たろう

	
	氏名
	利用　太郎

	
	役職名
	主事

	
	電話番号
	○○○○-○○-○○○○

	
	E-mail
	○○○○○○○○○○＠○○○○

	活動の目的
	△△市における被害防止活動の従事者の技術向上

	依頼した登録者
	鳥獣　次郎鳥獣プロデータバンク　登録者一覧の
『登録情報』をご確認ください。


	登録番号
	××××××

	依頼内容
	集落の被害防止活動の従事者に対する技術講習会の講師

	対象鳥獣
	ニホンジカ、イノシシ

	鳥獣保護管理
活動の実施地域
	○○県△△市　△△公民館

	鳥獣保護管理
活動の実施期間
	令和8年11月9日　10:00～12:00（準備、打ち合わせ）
令和8年11月9日　13:00～15:00（活動実施）

	謝金申請額
	×××××円経費明細書の謝金申請額をご記入ください。
こちらの金額と旅費相当額を事務局から登録者にお支払いいたします。


	　私は、鳥獣プロデータバンク活用促進事業を通して鳥獣保護管理活動を実施したので、上記のとおり報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和×年　　〇月　　△日

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　利用　太郎
　鳥獣保護管理に係る人材登録事業
運営事務局宛


※別紙に、実施した鳥獣保護管理活動の具体的な内容や成果を記載してください。

（別紙１－記載例）

	１．実施した鳥獣保護管理活動の具体的な内容（日時、場所、参加人数、活動内容等）
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。

（記載例）
（１）打ち合わせ、講習会準備
日時：令和8年11月9日　10:00～12:00
場所：△△市役所　2階会議室
参加者：鳥獣次郎、△△市××課
参加人数：3名
活動内容：△△市内におけるニホンジカ及びイノシシの被害状況や目撃情報を共有した。
また午後の講習会の内容について相談した。

（２）被害防止技術講習会
日時：令和8年11月9日　13:00～15:00
場所：△△市　△△公民館
講師：鳥獣次郎
事務局：△△市××課、○○県××課
参加者：被害防止活動従事者
参加人数：20名
活動内容： 

次第
１．ニホンジカとイノシシの基本的な生態と被害防除の考え方・方法（座学・パワーポイントによる説明）
２．実際のわなを用いた技術指導（実技）
３．質疑応答

写真：講習会の様子





	２．成果
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。

（記載例）
・研修会参加者の感想（アンケート結果など）
・研修会前後で変化があったこと
・担当者が研修会を通して感じたこと

写真：講習会を受け、
わなを設置している様子







	３．本事業を利用された理由・感想（任意）今後の事業の参考にいたしますので、
ぜひご記入ください。


（記載例）
・ニホンジカやイノシシによる被害が増加し対応が急がれるなか、専門家とのつながりがなかったため本事業を利用しました。今回の活動を通して専門家とのつながりができたため、今後の野生鳥獣管理において、いろいろと相談していきながら対策を進めていきたいです。




	４．本事業に今後期待すること（任意）今後の事業の参考にいたしますので、
ぜひご記入ください。


（記載例）
・当県には専門家がいないため、さらに専門家が増えることを期待します。
・今年ネズミによる被害が発生した際、専門家を探すことに苦労したため、ネズミの専門家など対象鳥獣種が増えると嬉しいです。






謝金は1時間につき7,900円です。
準備時間、打ち合わせ、活動実施時間を含みます。

経費明細書（記載例：促進事業）

	内容・項目
	単価（円）
	数量
	単位
	金額（円）
	備考

	謝金
	
	
	
	
	

	・準備時間
	7,900
	1
	時間
	7,900
	・講習会資料の作成

	・打ち合わせ
	7,900
	1
	時間
	7,900
	・被害状況や目撃情報の共有

	・活動実施時間
	7,900
	2
	時間
	15,800
	・講習会

	計（謝金申請額）
	31,600
	



上限は4時間（31,600円）です。
こちらの申請金額が、促進事業より
登録者へ支払われる謝金となります。





促進事業【クマ】

令和８年度鳥獣保護管理に係る人材登録事業鳥獣プロデータバンク
活用促進事業に係る活動報告書（記載例：促進事業【クマ】）

令和×年　〇月　△日
	利用事業
	（  ）促進事業　／　（ ○ ）促進事業【クマ】

	利用者
（団体名）
	○○県××課

	所在地
	○○県△△市××　１－２－３

	担当者
	ふりがな
	りよう　たろう

	
	氏名
	利用　太郎

	
	役職名
	主事

	
	電話番号
	○○○○-○○-○○○○

	
	E-mail
	○○○○○○○○○○＠○○○○

	活動の目的
	ツキノワグマ市街地出没対応マニュアルの作成鳥獣プロデータバンク　登録者一覧の『登録情報』をご確認ください。専門とする鳥獣にツキノワグマまたはヒグマが含まれる登録者に限ります。


	依頼した登録者
	鳥獣　次郎

	登録番号
	××××××

	依頼内容
	・ツキノワグマが出没した地域の調査（侵入経路など）
・調査結果報告及び出没対応に関する助言実施した具体的な内容は
別紙にご記入ください。


	対象鳥獣
	ツキノワグマ

	鳥獣保護管理
活動の実施地域
	○○県△△市　××地区

	鳥獣保護管理
活動の実施期間
	令和8年11月18日～11月19日

	謝金申請額
	×××××円

	　私は、鳥獣プロデータバンク活用促進事業を通して鳥獣保護管理活動を実施したので、上記のとおり報告します。経費明細書の謝金申請額をご記入ください。
こちらの金額と旅費相当額を事務局から登録者にお支払いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和×年　　〇月　　△日

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　利用　太郎
　鳥獣保護管理に係る人材登録事業
運営事務局宛


※別紙に、実施した鳥獣保護管理活動の具体的な内容や成果を記載してください。

（別紙１－記載例）

	１．実施した鳥獣保護管理活動の具体的な内容（日時、場所、参加人数、活動内容等）
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。

（記載例）
（１）打ち合わせ
日時：令和8年11月18日　11:00～12:00
場所：○○県庁　5階会議室
参加者：鳥獣次郎、○○県××課
参加人数：3名
活動内容：ツキノワグマが出没した状況について共有した。

（２）現地調査
日時：令和8年11月18日　13:00～15:00
場所：△△市　××地区
参加者：鳥獣次郎、地区長、猟友会、△△市職員、○○県××課
参加人数：7名
内容：ツキノワグマが出没した場所（××地区）を中心に現地調査を行った。
　　　ツキノワグマの侵入経路となりやすい環境や誘引物となる放棄果樹の有無等を調査した。

写真：現地調査の様子


（３）資料作成
日時：令和8年11月19日　9:00～11:00
場所：○○県庁　2階会議室
参加者：鳥獣次郎　　　
参加人数：１名
内容：打ち合わせ及び現地調査の結果を踏まえて資料・地図を作成した。

（４）報告・助言
日時：令和8年11月19日　11:00～12:00
場所：○○県庁　2階会議室
講師：鳥獣次郎
参加者：地区長、猟友会、△△市職員、○○警察、○○県××課
参加人数：10名
内容：市担当者及び地域区長に向けて調査結果の報告を実施した。
　　　調査結果を基に今後の対策について協議した。

写真：報告・助言の様子





	２．成果
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。

（記載例）
・調査結果を住民へ周知した（HP等の掲載文）。
・調査結果を受けて放棄果樹を伐採した。
・今後の出没に備えて、市街地出没時の連絡網を作成する予定。

写真：調査結果を受け、
放棄果樹を伐採している様子







	３．本事業を利用された理由・感想（任意）今後の事業の参考にいたしますので、
ぜひご記入ください。


（記載例）
・ツキノワグマの市街地出没ははじめてで、専門家とのつながりがなかったため本事業を利用しました。今回の活動を通して専門家とのつながりができたため、今後のツキノワグマ管理において、いろいろと相談していきながら体制を整えていきたいです。




	４．本事業に今後期待すること（任意）今後の事業の参考にいたしますので、
ぜひご記入ください。


（記載例）
・当県には専門家がいないため、さらに専門家が増えることを期待します。






謝金は1時間につき7,900円です。
準備時間、打ち合わせ、活動実施時間を含みます。

経費明細書（記載例：促進事業【クマ】）

	内容・項目
	単価（円）
	数量
	単位
	金額（円）
	備考

	謝金
	
	
	
	
	

	・準備時間
	7,900
	2
	時間
	15,800
	・現地調査の結果整理
・報告・助言のための資料作成

	・打ち合わせ
	7,900
	1
	時間
	7,900
	・出没した状況の情報共有

	・活動実施時間
	7,900
	3
	時間
	23,700
	・現地調査
・報告と助言

	計（謝金申請額）
	47,400
	


上限はありませんが、４時間程度
（最大１泊２日程度の活動）を想定しています。
こちらの申請金額が、促進事業【クマ】より登録者へ支払われる謝金となります。


